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Reason for your choice
わたしたちの医療は “新しい生命”を生み出すためのものです。   
ひとつでも多くの生命の誕生のために。  すべての女性のために。　 いま、わたしたちができることを… 公益社団法人 日本産科婦人科学会

Japan Society of Obstetrics and Gynecology

きみのちからで、きっと未来は明るくなる。
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産婦人科サブスペシャリティ

その道を選んだ
先輩医師からみた魅力 

婦人科腫瘍編

は
じ
め
に

私
が
医
師
に
な
っ
た
２
０
０

２
年
は
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
日
本
中
が
沸
い
た
年
で
す
。

あ
れ
か
ら
14
年
が
経
過
し
、
サ

ッ
カ
ー
の
世
界
で
は
自
分
と
同

世
代
の
選
手
は
ほ
と
ん
ど
が
引

退
し
ま
し
た
。
一
方
、
産
婦
人

科
医
と
な
っ
た
私
は
同
じ
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
な
が

ら
40
歳
に
な
っ
た
今
で
も
現
役

と
し
て
現
場
で
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
幸

せ
な
こ
と
で
す
が
、
同
時
に
進

歩
す
る
医
学
に
適
応
し
質
の
高

い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、

日
々
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
厳

し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
サ

ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
は
、
産
婦

人
科
医
と
し
て
長
い
現
役
生
活

を
送
る
上
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
す
る
重
要
な
要
素
で

す
。
今
回
は
婦
人
科
腫
瘍
の
魅

力
を
、
私
が
産
婦
人
科
医
に
な

っ
て
か
ら
経
験
し
た
婦
人
科
腫

瘍
に
お
け
る
医
療
の
変
遷
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
臨
床
試
験

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
標
準
的
な

治
療
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
婦

人
科
腫
瘍
の
診
療
に
Ｅ
Ｂ
Ｍ

（Evidence-Based M
edicine

）

の
概
念
を
浸
透
さ
せ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
発
刊
さ
れ
た

頃
よ
り
本
邦
に
お
い
て
も
標
準

的
初
回
化
学
療
法
に
関
す
る
臨

床
試
験
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
中
で
進
行
卵

巣
癌
に
対
す
るTC

（Paclitaxel+ 

Carboplatin

）
療
法
とdose-

dense TC

療
法
の
有
効
性
を

比
較
し
たJG

O
G

 3016

で
は

dose-dense TC

療
法
の
有
効

性
が
示
さ
れ
、
世
界
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

臨
床
医
に
と
っ
て
臨
床
試
験
に

参
加
し
、
新
た
な
エ
ビ
デ
ン
ス

の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
は
喜

び
で
あ
り
、
使
命
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

手
術手

術
に
お
け
る
大
き
な
変
化

の
１
つ
は
、
超
音
波
凝
固
切
開

装
置
や
シ
ー
リ
ン
グ
デ
バ
イ
ス

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス

の
登
場
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
結

紮
操
作
が
大
幅
に
減
り
、
開
腹

手
術
で
は
手
術
時
間
が
短
縮

し
、
腹
腔
鏡
手
術
で
は
適
応
が

拡
大
し
ま
し
た
。
婦
人
科
悪
性

腫
瘍
に
対
す
る
腹
腔
鏡
手
術
は

２
０
１
４
年
４
月
に
婦
人
科
悪

性
腫
瘍
で
は
初
め
て
子
宮
体
癌

Ｉ
Ａ
期
対
す
る
腹
腔
鏡
手
術
が

保
険
適
応
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
先
進
医
療
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
腹
腔
鏡
下
広
汎
子
宮
全

摘
術
も
い
ず
れ
は
保
険
適
応
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
い
よ

い
よ
婦
人
科
腫
瘍
専
門
医
に
と

っ
て
日
本
産
科
婦
人
科
内
視
鏡

学
会
技
術
認
定
医
も
必
須
の
ラ

イ
セ
ン
ス
と
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
年
に
な
っ
て
も
新
た
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
こ
と
は
何
物
に
も

代
え
が
た
い
喜
び
で
す
。
こ
れ

か
ら
産
婦
人
科
医
を
目
指
す
先

生
方
は
早
く
か
ら
腹
腔
鏡
手
術

を
開
始
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
、
習
得
も
早
い
は
ず
で
す
。

分
子
標
的
薬

分
子
標
的
薬
は
従
来
の
抗
が

ん
剤
と
は
違
い
、
が
ん
細
胞
に

特
異
的
な
分
子
を
標
的
と
し
て

そ
の
機
能
を
抑
制
し
ま
す
。
腹

腔
鏡
手
術
と
同
様
に
婦
人
科
領

域
で
は
他
の
領
域
と
比
較
し
て
、

分
子
標
的
薬
の
導
入
が
遅
れ
て

い
ま
し
た
が
、
血
管
新
生
阻
害

薬
の
ベ
バ
シ
ズ
マ
ブ
が
２
０
１

３
年
に
卵
巣
が
ん
、２
０
１
６
年

５
月
に
子
宮
頸
が
ん
に
対
し
て

保
険
適
応
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
薬
の
ニ
ボ
ル
マ
ブ
や
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｐ
阻
害
薬
の
オ
ラ
パ
リ
ブ
が

保
険
適
応
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
剤
は
卵

巣
が
ん
治
療
の
有
効
な
オ
プ
シ

ョ
ン
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
卵

巣
が
ん
の
予
後
を
劇
的
に
改
善

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
将

来
的
に
は
さ
ら
に
多
く
の
分
子

標
的
薬
が
開
発
さ
れ
、
腫
瘍
の

特
性
に
合
わ
せ
て
分
子
標
的
薬

を
選
択
す
る
個
別
化
医
療
が
実

現
す
る
日
が
来
る
と
思
い
ま
す
。

医
学
生
・
研
修
医
の
先
生
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

婦
人
科
腫
瘍
の
医
療
は
確
実

に
進
歩
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

子
宮
体
癌
に
対
す
る
腹
腔
鏡
手

術
も
、
卵
巣
癌
に
対
す
る
分
子

標
的
薬
も
保
険
適
応
と
な
っ
た

の
は
つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
。

今
後
さ
ら
に
腹
腔
鏡
手
術
は
適

応
が
拡
大
し
、
分
子
標
的
薬
は

種
類
が
増
え
適
応
も
拡
大
し
て

い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
婦
人

科
腫
瘍
の
医
療
は
今
ま
さ
に
さ

ら
に
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

こ
の〝
あ
つ
い
〟時
代
を
私
た
ち

と
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
い
つ
で

も
門
を
開
け
て
待
っ
て
い
ま
す
。

今
日
の
産
婦
人
科
医
学
・
医

療
は
、
ま
さ
に
わ
が
国
の
平
和

社
会
の
形
成
と
と
も
に
進
歩
し

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

発
展
の
た
め
に
も
平
和
社
会
と

と
も
に
歩
み
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
術
講

演
会
の
テ
ー
マ
を
、「
平
和
と

歩
む　

産
婦
人
科
医
学
・
医

療
」と
し
ま
し
た
。広
島
大
学
学

長
の
越
智
光
夫
先
生
に
は
再
生

医
療
の
膝
関
節
外
科
手
術
へ
の

応
用
に
関
し
て
の
招
請
講
演
を
、

平
和
と
医
療
を
テ
ー
マ
と
し
た

特
別
企
画
と
し
て
、
放
射
線
影

響
研
究
所
の
児
玉
和
紀
先
生
に

講
演
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

学
会
の
メ
イ
ン
の
企
画
で
あ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
１
：

周
産
期
に
お
け
る
炎
症
：
そ
の

生
理
と
病
態
」、「
２
：
生
殖
医

学
の
最
先
端
：
不
妊
症
治
療
に

お
け
る
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
目

指
し
て
」
に
つ
い
て
新
し
い
視

点
と
独
創
的
な
研
究
方
法
を
駆

使
し
た
最
先
端
の
結
果
が
討
議

さ
れ
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１

に
先
立
っ
て
、O

xford

大
学

のRedm
an

先
生
か
ら
妊
娠
高

血
圧
症
候
群
の
発
症
病
態
に
お

け
る
母
体
炎
症
反
応
の
関
与
に

つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

本
学
会
の
方
針
と
し
て
学
術

講
演
会
の
国
際
化
に
向
け
大
き

く
舵
取
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、International Session

国
内
演
題
が
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
評
価
が
高
い
演
題
は

JSO
G

 Congress Aw
ard

候
補

演
題
と
し
て
、次
に
高
い
も
の
で

International Session W
orkshop 

を
構
成
しJSO

G
 Congress 

Encouragem
ent Aw

ard

候
補

演
題
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
英
語
で

発
表
、討
論
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。International Conference 

で
は
、
本
学
会
が
ア
ジ
ア
の

国
々
の
産
婦
人
科
学
会
・
医
療

に
対
し
て
行
っ
て
き
た
国
際
協

力
に
つ
い
て
の
発
表
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、

International W
orkshop for 

Junior Fellow
s

（
Ｉ
Ｗ
Ｊ
Ｆ
）

の
直
前
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

M
anu Vatish

先
生
か
ら
臨
床

医
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア
ー
を
積
み
上

げ
る
か
に
つ
い
て
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
Ｉ
Ｗ
Ｊ
Ｆ
の

テ
ー
マ
は「
婦
人
科
が
ん
検
診

の
現
状
」「
漢
方
治
療
の
適
応
と

展
望
」「
助
産
師
と
共
同
す
る
分

娩
と
産
褥
管
理
」の
３
つ
で
す
。

医
学
生
を
対
象
と
し
た
「
医

学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
例
年
活

飯
田
　
泰
志

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
　
産
婦
人
科

卒
後
15
年
目

趣
味
　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

▲ 
全
文
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

▲

 
全
文
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

気
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
３
つ
の
問

題
「
不
妊
治
療
に
つ
い
て
～
不

妊
治
療
の
理
解
を
求
め
る
た
め

に
、
医
師
が
社
会
に
働
き
か
け

ら
れ
る
こ
と
～
」「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
～
ワ
ク
チ
ン

の
必
要
性
と
リ
ス
ク
の
正
し
い

周
知
方
法
を
目
指
し
て
～
」「
産

婦
人
科
医
師
を
増
や
す
た
め
に

は
～
医
学
生
が
思
う
産
婦
人
科

の
魅
力
と
改
善
点
に
つ
い
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
学
部
６

年
生
が
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い

発
表
し
ま
す
。
久
々
の
地
方
で

の
開
催
で
す
が
、
是
非
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
け

る
こ
と
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

このたび若手委員会より産婦人科医のリクルー
トを目的としたHP「産婦人科医への扉─君の力
が未来になる─」を開設いたしましたのでご紹
介させていただきます。
サマースクールやスプリングフォーラムなどの活
動報告はもちろん、全国で開催される初期研修
医・医学生対象セミナーのご案内、産婦人科を
専攻した理由「キメエピソード」のご紹介など、医学生や研修医の皆さんが産
婦人科を選択するきっかけになるような記事も満載です。
また、研修医2年目の先生を対象としたPOP2セミナーや女性医師の出産・
育児とキャリアアップを含めたワークライフバランスについての活動などにも
新たに取り組んでおりますので、これらもHPを通じてご報告できたらと考え
ております。
さらに、産婦人科の魅力を伝え、学生や研修医の実習や試験に役立つ情報を伝え
るためのコンテンツ新設についても計画中です。もし「こんな情報が知りたい、伝え
たい」といったご意見がございましたら参考にさせていただきたいと思いますので
お知らせください。

http://www.jsog.or.jp/to_medics/tobira/index.html

「産婦人科医への扉」ホームページを開設しました！

学術講演会参加費優待

※学生証、証明書をご提示ください。

★ 医学生
★ 初期研修医（非会員）
★ 初期研修医（会員）

無料
3,000 円

 無料

69
th  Annual Congress of the JSOG

第
69
回
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
学
術
講
演
会

69
th A

nnual C
ongress of Japan S

ociety of O
bstetrics and G

ynecology

平
和
と
歩
む 

産
婦
人
科
医
学・医
療

２
０
１
７
年
４
月
13
日
木
〜
16
日
日

会
期
：

広
島
県
立
総
合
体
育
館（
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
） 

他

会
場
：

工
藤 

美
樹

学
術
集
会
長
：

広
島
大
学
教
授

開催
予告



SUMMER SCHOOL 2016

第10回産婦人科サマースクール
8.6Sat-7Sun2016.in美ヶ原

開催
報告

分娩実習で赤ちゃんを取り上げたとき、妊婦役の人に
「ありがとう」と言ってもらえて嬉しかったです。

津野 桃里さん／自治医科大学（学生）

5 年生なんですが、実習に向けて参加をしようと来まし
た。これからの実習で前に出ていけるような内容でした。
岩内聡太郎さん／東京慈恵会医科大学（学生）

4 分野の話を聞くことで、より自分の将来について深く
考えられるようになりました。
岡安 慶太さん／千葉大学（学生）

実習内容ももちろん楽しいですが、色んな人と産婦人
科について語ることが出来るいい機会になりました。
渡邉こころさん／東京慈恵会医科大学（学生）

産婦人科に対する情熱がすごいなと感じてぜひ将来
そういう先生がいる科に進みたいと思いました。
柿崎 結美さん／県立柏原病院（初期研修医）

男性医師による企画も充実しており、"男性からみた産
婦人科"も十分に堪能できた濃い1泊 2日でした。
尾坂 真さん／杏林大学（学生）

 産婦人科を希望する意識の高く、志のある同期や後輩
と出会えたことが一番の収穫でした。
入江 恭平さん／広島市民病院（初期研修医）

産科や婦人科の手技が多く体験でき、普段あまりでき
ないようなことが出来たのが楽しかった。
河井啓一郎さん／名古屋第二赤十字病院（初期研修医）

参加者の声
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きみのちからで、きっと未来は明るくなる。

私が産婦人科医を志すきっかけになったのは、学生時代の臨床実習でし
た。学生の私でも、患者さんから必要とされ、感謝されたことに驚きまし
た。担当した切迫早産の患者さんには、エコーを当てながら出産を
楽しみな気持ちと長期入院の不安な気持ちを打ち明けられ、次の
子は先生が1人前になったら診てもらいたい、と言っていただいた
のが印象的でした。1ヵ月の実習で、多くの出産に立会いましたが、出産
の経過は患者さんそれぞれ違い、さまざまな手技も経験でき、毎日学ぶこ
とばかりでした。責任が大きい分やりがいのあるこの仕事を、一生の仕事
にしたいと思い、産婦人科を選択しました。
　初期研修は産婦人

科コースを選択し、1年目
は1ヵ月半産婦人科をローテ

ートしました。産科救急から癌の
ターミナルの患者さんまでさまざま

な症例を経験し、多くの女性の人生に触れることができました。
自分の未熟さを痛感することが多いですが、メリハリをつけて生
き生きと仕事されている先生方の姿に憧れました。患者さんに
寄り添い、必要とされる産婦人科医を目指して、日々の研修に励
みたいと思います。

医学部に入った当初、子供や若い人に関わることをしたいと漠然と思って
いましたが、特に産婦人科に興味はなく、授業や実習で産婦人科につい
て知ることで少しずつ興味を持ち始めました。
産婦人科の授業で妊孕性温存についてグループで話しあう機会があり、
それが産婦人科に興味を持ったはじめの機会でした。
患者さんのその後の人生に大きく影響することであり、簡単に割り切れ
る問題ではないと思ったことを覚えています。
産婦人科の実習では、ある先生から言われた「子供からお母さんをいなく
させてはいけない」という一言がとても印象に残っています。やや語弊が

ある言い方ですが、そういった気概をもって働ける
のは素敵なことだと感じ
ました。
その他にも産婦人科の魅力はた
くさんあると思います。胎内にいる

ときから最期のときまでみる科は産婦人科しかありませんし、
内科的管理から手術、化学療法、そして女性のヘルスケアまで幅広
い分野を診療、研究できるのも産婦人科しかありません。
今後とも初心を忘れず、患者さんと真摯に向き合える産婦人科医を
目指して日々研鑽を積みたいと思います。

愛媛県立中央病院・本山明日香筑波大学医学医療系産科婦人科学・福本あすか

産婦人科を選んだ理由
私と産婦人科

研修医の声
研修医の方々に、産婦人科を選んだ理由や、
産婦人科に寄せる夢を語って頂きました。
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▲ 全文はwebサイトに掲載しています。ぜひご覧ください！

第10回となるサマースクールには、236名の医学生と研修医が参加してくれました。今年は参加者に近い立場にある若
手産婦人科医師が企画と運営を行い、新しい企画の1つとしてチューター制を導入しました。参加者は5～ 6名のグルー
プに分かれ、各グループに若手実行委員がチューターとして加わり、全実習を親身に指導しました。

全文は日産婦ＨＰ内「産婦人科医への扉」に掲載中です。ぜひご覧ください！


